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演題数18,000題 
ポスターボードは100列 

AM/PMで張り替え 
5日間 







感想：Neuroscience Meetingに参加して 

北米神経学会に参加してきました。3万人が参
加する世界最大の神経学会です。私達が発表し
たポスターセッションは普段とは違い、4時間
ほどポスターを掲示し、近くに来た参加者と自
由にディスカッションするスタイルでした。 
 
時間が十分にあったため、謙虚さと遠慮を捨て
て、聞き取れなかったり理解できなかったこと
はゆっくり話してもらったりしました。大きな
学会で参加者のサブスペシャリティもまちまち
なせいか、超基本事項と思われるようなことも、
皆さん快くお話ししてくれ、有意義な情報交換
ができたと思います。 



感想：Neuroscience Meetingに参加して 

まず学会の規模に驚きました。「Pain」関連
演題を追うだけでも数十演題あり時間が足りな
いほどでした。その中で自分のポスターを見て
もらうプレゼンテーションづくりの重要性を感
じました。発表時間は４時間でしたが、来る人
は皆そのテーマ専門の研究者であり、意義ある
ディスカッションができたと思います。 
 
全体に参加者の熱意がすごく刺激になり、本当
にいい学会でした。講演では痛み研究に関して、
最新の話題(各種細胞内シグナルの研究や、そ
れをターゲットにした鎮痛薬の開発)も知り、
神経障害性痛の発症に関わる機序に関しては、
自分の研究に応用できるアイディアも得られま
した。 



感想：Neuroscience Meetingに参加して 

どの研究者も、「私の研究どう思う？ぜひ見て
行ってくれ！そして意見をくれ！」というプレ
ゼンばかりであり、その熱意に圧倒され、ディ
スカッションも、教授、学生関係なく忌憚のな
い白熱した意見の応酬で、とても刺激になりま
した。そこに、心から学問を楽しんでいる科学
者のあるべき姿を見ることが出来ました。 
 
私の分野で著名な先生にもお会いでき、私のポ
スターも見て意見を下さり、「バイオインフォ
マティクスの観点から、吐き気を考えるのは新
しい！」と、高評価を頂きました。 
 
ここで受けた感銘と熱を、今後の研究に活かし
て、またこの学会に参加できるように精進して
いきたいと思います。 
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Thank you! 


